




第３回「安曇野の自然まるわかり観察会」 

 

【日時】10月 21日（土） 8：30～13：00 

【場所】三郷スカイライン・烏川林道 

【テーマ】バスで巡る安曇野の森～里から奥山まで～ 

【講師】松田貴子さん（安曇野市豊科郷土博物館） 

【参加人数】17名（大人 16名、子ども 1名） 

【事務局スタッフ】藤森、中村、百瀬、藤井 

【内容】 

「バスで巡る安曇野の森」をテーマに、安曇野市三郷地域の三郷スカイライン（植林が多い人

工の森）と堀金地域の烏川林道（天然に近い森）をバスで走りながら、森を観察しました。三郷

に向かうバスの車中では、日本全体からみた安曇野市の植生の位置づけや、標高に応じて森の様

子が変化することなどを教えていただきました。 

〈三郷スカイライン〉 

まずはふもとでヒノキ、スギ、カラマツ、アカマツの 4種類の針葉樹の特徴の観察です。それ

ぞれの樹は姿形の違いのほか、地形や水分条件などによって生えている場所も違うそうです。説

明のあとバスに乗り、車窓からそれぞれの林の違いを観察していきました。途中の明るい場所で

は、つる植物で覆われたマント群落を観察しました。標高によって種類が変わるコナラとミズナ

ラの見分け方や、チヂミザサやミズヒキなど、道ばたの草花も観察しました。 

〈烏川林道〉 

烏川林道沿いは、天然に近い林が残されています。須砂渡の渓流沿いには渓畔林があり、フサ

ザクラやトチノキ、カツラなど、湿った場所に特徴的な植物を観察しました。黄葉が見事なカツ

ラの大木の周りでは、甘い香りが漂っていました。途中、延命水を試飲して、さらに標高を上げ

ていきます。コナラやミズナラの林は天然林にみえますが、実は薪や炭をつくるために利用され

ていた林だそうです。林道終点の三股は、常念岳と蝶ヶ岳への登山口。付近を散策して、ブナの

木を観察しました。ブナはもともと広く分布していたそうですが、利用価値が乏しい樹木として

別の樹種に変えられていったため、今は大変少ないとのこと。種数としての生物の多様性はそれ

ほど高くないそうですが、ブナのまとまった林は貴重な植生として保全が必要とのことでした。 

松田先生は、森や樹木だけでなく草花にもお詳しく、イラストなどを交えて分かりやすく教え

ていただきました。専門的なことも含めて、市内の森の様子がよく分かりました。 

 

  
三郷スカイラインでマント群落を観察 烏川林道終点、三股登山口付近を散策 

 


